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れず，殆ど全ての燐は分解液より分離したデキストリン中に回収されることを認めた。(主論文 1 ) 
また馬鈴薯ホスファターゼあるいは豚腎臓ホスファターゼを馬鈴薯アミロペクチンをはじめ，それから
調製した種々の燐デキストリンに作用させたところ，それらの燐強の結合様式が同じであるにもかかわら













































量が増大して行く事を見出した。( 8 時間後のP含量0.014%) 。
以上の実験結果から，ジャガイモ根茎中では，まず燐をふくまないアミロース及びアミロペクチンが合♂
成され，澱粉粒が形成されてから，ホスファターゼの作用によって一般に酵素作用を受けやすいアミロペ
クチン成分に燐酸基が転移付加されるという全く新しい説を提出した(主論文第 2) 。
更に本実験中に燐タングステン酸がホスファターゼの異常に強い阻害剤である事を見出した(主論文
第 3) 。
以上本研究は，最近の精密な測定法を用い，酵素およびその作用産物を利用して独創的な実験を行い，
ジャガイモ中での燐多糖類合成に関する新しい説を提出したもので，植物体内に於げる貯蔵澱粉合成の機A
構に大きな寄与をしたものと考えられる。
よって本研究は博士学位論文として充分価値あるものと認める。
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